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(57)【要約】
　着脱可能な上部部品を有するモジュール式の靴を説明
する。上部部品は、関連の基台に取り付けられるように
適合することができる。上部部品は、据え付け要素を用
いて基台に固定することができる。こうした据え付け要
素は、適位置に係止される前に基台を通して上部部品の
レセプタクルに挿入して、上部部品を基台に固定するこ
とができる。同様に、上部部品は、据え付け要素をレセ
プタクルから係止解除することによって基台から取り外
すことができる。こうしたモジュール式の靴により、着
用者が簡単に上部部品（及び／又は基台）を変更して思
い通りに様々な組み合わせを生み出すことが可能になる
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基台と、
　前記基台に取り付けられるように適合された着脱可能な上部部品と、
　前記上部部品を前記基台に接続するために前記上部部品に固定されるように適合された
据え付け要素と
を備えるモジュール式の靴。
【請求項２】
　前記上部部品が、
　前記据え付け要素の少なくとも一部分を受容するように適合されたレセプタクルと、
　前記上部部品を前記基台に固定するように適合された１組の引っかかりと、
　前記上部部品を前記基台に位置合わせするように適合された１組のレールと
を備える、請求項１に記載のモジュール式の靴。
【請求項３】
　前記基台が、
　前記据え付け要素の少なくとも一部分が前記基台を貫通できるように適合された開口部
と、
　各くぼみが前記１組の引っかかりのうちの一方の引っかかりを受容するように適合され
た１組のくぼみと、
　各溝が前記１組のレールのうちの一方のレールを受容するように適合された１組の溝と
、
を備える、請求項２に記載のモジュール式の靴。
【請求項４】
　前記開口部が第１の半径及び第２の半径を有し、前記第１の半径が前記第２の半径より
も大きい、請求項３に記載のモジュール式の靴。
【請求項５】
　前記据え付け要素が、前記第２の半径よりも大きく前記第１の半径よりも小さい半径を
有するフランジを備える、請求項４に記載のモジュール式の靴。
【請求項６】
　前記据え付け要素が、前記第２の半径よりも小さい半径を有する軸を備える、請求項５
に記載のモジュール式の靴。
【請求項７】
　前記据え付け要素の前記軸が、前記据え付け要素を前記レセプタクルに固定するように
適合された係止機構を備える、請求項６に記載のモジュール式の靴。
【請求項８】
　靴の着脱可能な上部部品を前記靴の基台に固定する方法であって、
　前記基台に１組のくぼみ及び溝を設けるステップであって、前記１組のくぼみ及び溝が
、前記基台を前記上部部品に位置合わせするように適合されている、１組のくぼみ及び溝
を設けるステップと、
　前記上部部品に１組の引っかかり及びレールを設けるステップであって、前記１組の引
っかかり及びレールが、前記１組のくぼみ及び溝に位置合わせするように適合されている
、１組の引っかかり及びレールを設けるステップと、
　前記上部部品を前記基台に接続するように適合された据え付け要素を設けるステップと
を含む方法。
【請求項９】
　前記基台に開口部を設けるステップであって、前記開口部が、前記据え付け要素の一部
分が前記基台を貫通できるように適合されている、開口部を設けるステップと、
　前記上部部品にレセプタクルを設けるステップであって、前記レセプタクルが、前記据
え付け要素を適位置に係止されるように適合されている、レセプタクルを設けるステップ
と
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をさらに含む請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記開口部が、第１の直径を有する第１の部分及び第２の直径を有する第２の部分を備
え、前記第１の直径が前記第２の直径よりも大きい、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記据え付け要素が、前記第２の直径よりも小さい直径を有する軸部分と、前記第２の
直径よりも大きく前記第１の直径よりも小さい直径を有するフランジ部分とを含む、請求
項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記据え付け要素が、前記開口部を通して前記レセプタクル中に挿入され時計回りに回
されるときに、適位置に係止されるように適合されている、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記据え付け要素が、反時計回りに回されるときに係止解除するように適合されている
、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記基台が着脱可能な踵を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　据え付け要素の少なくとも一部分を受容するように適合されたレセプタクルと、
　前記上部部品を靴の基台に固定するように適合された１組の引っかかりと、
　前記上部部品を前記基台に位置合わせするように適合された１組のレールと
を備える、着脱可能な靴用上部部品。
【請求項１６】
　前記レセプタクルが、前記据え付け要素を適位置に固定するように適合された係止機構
を含む、請求項１５に記載の着脱可能な上部部品。
【請求項１７】
　前記１組の引っかかりが、前記基台に接続されるように適合された前記上部部品の表面
から出る湾曲した突出部を１組備える、請求項１５に記載の着脱可能な上部部品。
【請求項１８】
　前記１組のレールが、前記表面に沿って延伸する「畝」を少なくとも２つ備える、請求
項１６に記載の着脱可能な上部部品。
【請求項１９】
　前記上部部品がオーナメント特徴部を１組備える、請求項１５に記載の着脱可能な上部
部品。
【請求項２０】
　前記レセプタクルが、前記据え付け要素の表面が前記上部部品の表面と面一になるよう
に適合されている、請求項１５に記載の着脱可能な上部部品。
【発明の詳細な説明】
【参照による取り込み】
【０００１】
　本願は、２０１１年６月２日出願の米国特許出願第１３／１５１，５７６号の一部継続
出願である２０１２年４月３日出願の同時係属中の米国特許出願第１３／４３８，２５６
号の利益を主張するものであり、そのＰＣＴ国際出願である。出願第１３／１５１，５７
６号は、２００８年４月２２日出願の米国特許出願第１２／１０７，７６０号、現在発行
済みの米国特許第７，９７５，４０５号の一部継続出願である。出願第１２／１０７，７
６０号は、２００５年９月１０日出願の米国仮特許出願第６０／７１５，７４５号の優先
権を主張する２００６年９月８日出願の米国特許出願第１１／５３０，３７７、現在発行
済みの米国特許第７，５７８，０７５号の一部継続出願である。上記に記載した出願は全
て、それらが開示した全てに関して本明細書に参照により組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
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　本発明は、概して、靴並びにそれを使用及び作成する方法に関し、より詳細には、解体
可能な靴及び取り替え可能な紐を有する靴、並びにそれを使用及び作成する方法に関する
。
【背景技術】
【０００３】
　靴は何千年もの間存在してきた。その有用性に疑いはない。靴には非常に多くの種類が
ある。様々なタイプ及びスタイルの靴を公式の場又は非公式の場など、異なる場で用いる
ことができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　旅行のときには、旅行者が特定の社会的な場で適切な靴を利用できるように、また旅行
者が購入した様々な衣料品に合わせるために、複数足の靴が必要になることが多い。複数
足の靴を手荷物に詰め込むことはしばしば場所を取り過ぎる恐れがあり、現実的でなくな
ることがある。
【０００５】
　さらに、靴はしばしばスタイリング及び外観が特異であり、様々なタイプの服装又はス
タイリングに合わせる可能性を限定することがある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施例では、靴底、踵、及びコネクターを備える解体可能な靴が開示されており、そ
のコネクターは踵を靴底に着脱可能に取り付けるように構成されている。
【０００７】
　一部の実施例では、コネクターはネジ山付き棒である。一部の実施例では、コネクター
は、踵を貫通するネジ山付き棒であり、ネジ山付き袋ナットをさらに備える。ネジ山付き
袋ナットは、一部の実施例では、靴の靴底の一部であり、他の実施例では、靴底とは別個
のものであり、靴底を踵に取り付ける。
【０００８】
　別の実施例では、基台のくぼみを含む踵部分を含む基台と、基台のくぼみによって受容
されるように構成された踵挿入部と、基台の踵部分に配設された垂直係止であって、基台
のくぼみ内で踵挿入部に係合して着脱可能な踵を基台に固定する垂直係止と、基台の踵部
分において垂直係止に隣接して配設された水平係止であって、垂直係止を固定し垂直係止
が踵挿入部から係合解除するのを防止するために垂直係止に係合する水平係止と、を有す
る解体可能な靴が開示されている。
【０００９】
　別の実施例では、第１の靴底部分と、第２の部分と、第１の靴底部分を第２の部分に連
結するヒンジとを備える解体可能な靴が開示されている。
【００１０】
　別の実施例では、着脱可能な紐部分を備える解体可能な靴が開示されている。このよう
な一部の実施例はさらに、着脱可能な踵部分を備える。
【００１１】
　実施例の一部では、着脱可能な踵部分はさらに、着脱可能な踵部分を靴底部分に連結す
るように適合された溝を備える。
【００１２】
　別の態様では、第１の装飾部分及び第２の基台部分を備えるモジュール式装飾要素が開
示されており、その装飾部分は基台部分に着脱可能に取り付けられている。このような一
部の実施例では、装飾部分はさらに、宝石、オーナメント、又は他の任意の美的アイテム
を備える。モジュール式装飾要素の一部の実施例はさらに、連結部を備える。このような
一部の実施例では、連結部はさらに溝又はチャネルを備える。他の実施例は、少なくとも
１つの連結部を備え、その連結部は少なくとも１つの磁石を備える。
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【００１３】
　一部の実施例では、基台部分はさらに、装飾要素を他の服、体の一部、又は装置に連結
するように適合された、イヤリング、ペンダント、ブローチ、リング、靴部分、又は他の
連結部分を備える。
【発明の効果】
【００１４】
　本願は、上部紐を靴の基台に取り付け及び取り外しする際に使用される迅速解除機構を
含むことができる取り替え可能な紐機構の説明も含む。紐用の同じ迅速解除機構を任意の
範囲の基台高さで使用することができる。
【００１５】
　一実施例では、迅速解除係止機構を有する着脱可能な紐部分を備える靴の基台が開示さ
れている。図２７に、着脱可能な紐２６２６が取り付けられた平坦な靴の基台１８０１の
側面外形図面を示す。迅速解除ボタン２２０７は、静止した状態で示されており、紐材料
は、迅速解除紐機構の補強棒２４１５に縫い付けることができ、その機構は基台に確実に
据え付けることができる。紐が靴に取り付けられると、足が基台に固定されて、人がその
靴を履いて歩くことが可能になる。図２７に、ボタンが静止状態にあるときは靴の基台の
後部と面一にできることを示す。紐取り付け装置を解放するためには、ボタンを靴の基台
に押し込み、したがって、迅速解除紐機構を外し、紐材料を基台から取り外すことができ
る。
【００１６】
　別の実施例では、紐係止機構は、ボタンの代わりに基台の一方から他方に移動できるレ
バーを用いて作動させることができ、したがって、迅速解除機構を係合解除し紐を解放す
ることが可能になる。
【００１７】
　別の実施例では、ボタンは、靴の基台に押し込まれ紐機構を解放する複数のボタン又は
ピンに交換することができる。
【００１８】
　別の実施例では、ボタン又は同様の機構は、靴の基台上の別の位置に配置することもで
き、その位置は、靴の基台の後部に限定されない。ボタンは、靴の基台のアーチの下又は
基台の側部の上に配置することができる。ボタン又はピンのサイズは靴のスタイルの設計
アピールに応じて変わる。
【００１９】
　一部の実施例は、据え付け要素を用いて関連の基台に取り付けできる着脱可能な上部部
品部分を含む。着脱可能な上部部品は、基台に含まれる様々なくぼみ又は溝にそれぞれ関
連する様々な引っかかり又はレールを含むことができる。
【００２０】
　本明細書に開示した特徴及びそれらを実現する手法は、添付の図面と併せて特定の実施
例の以下の説明を参照することによって明らかになり最も良く理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】解体可能な靴の一実施例の斜視図を示す。
【図２】実質的に図１の線２－２に沿った図１の部分側面図を示す。
【図３】図３に示す実施例の部分分解図を示す。
【図４】実質的に線４－４に沿った図１の部分断面図である。
【図５】解体可能な靴の一実施例の底面図である。
【図６】解体可能な靴の実施例の側面の立面図である。
【図７】解体可能な靴の一実施例の斜視図を示す。
【図８】基台及び着脱可能な踵の側面断面図を示す。
【図９】解体可能な靴の一実施例の底面図を示す。
【図１０】基台中に摺動する踵の分解図を示す。
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【図１１】着脱可能な踵の一実施例の側面の立面図を示す。
【図１２】着脱可能な踵の一実施例を示す図１１の斜視図を示す。
【図１３】着脱可能な紐機構の一実施例の斜視図を示す。
【図１４】紐の取り外しに関するときの図１３の使用を例示する、図７の側面図を示す。
【図１５】着脱可能な基本となる骨格（プラットフォーム）の底面図を示す。
【図１６】紐取り付け部を有する取り替え可能なプラットフォームの斜視図を示す。
【図１７】小型プラットフォームの図を示す。
【図１８】靴の基台の一実施例の斜視図を示す。
【図１８Ａ】解体可能な靴の一実施例の分解斜視図を示す。
【図１８Ｂ】着脱可能な踵、及び着脱可能な踵部品（ｈｅｅｌ ｂｌａｎｋ）、及び着脱
可能なくるぶし紐取り付け部片の一実施例の斜視図を示す。
【図１８Ｃ】補強シリンダ及び踵挿入部の一実施例を含む着脱可能な踵の一実施例を示す
図である。
【図１８Ｄ】水平係止レバーの側面図、上面図、及び斜視図を示す。
【図１８Ｅ】垂直係止レバーの側面図、上面図、及び斜視図を示す。
【図１８Ｆ】解体可能な靴の一実施例の底面図を示す。
【図１８Ｇ】着脱可能な紐と、着脱可能な紐を解体可能な靴の基台に固定するデバイスの
一実施例の分解斜視図を示す。
【図１８Ｈ】着脱可能な紐を解体可能な靴の基台から係合解除するための着脱可能な紐・
ボタン・レバーの使用を示す図である。
【図１９】紐解除レバーを取り付けできる空のくぼみを示す、靴の基台の一実施例の底面
図を示す。
【図２０】紐解除レバーが取り付けられる前の紐解除用くぼみ及びボタン解除用窪みの外
形を例示する図１の側面図を示す。
【図２１】解除ボタンが靴に固定される前の外形を例示するボタン解除用窪みの後方図を
示す。
【図２２】解除ボタンが靴の基台に組み付けられたときの靴の基台の後方図を示す。「静
止」位置にあるボタンを示す。
【図２３】基台に取り付ける前の靴の基台カバーの斜視図を示す。
【図２４】紐取り付け機構の後方図を示す。一実施例では、紐取り付け機構は留め金係止
装置を１つ有することができる。別の実施例では、紐取り付け機構は、留め金を２つ有す
ることができ、他の実施例では、係止のための留め金はそれより多くあってよい。
【図２５】迅速紐解除機構の解除レバーの上面図を示す。
【図２６】着脱可能な紐の後方図を示す。一実施例では、紐は、補強棒を介して両方の紐
取り付け機構に取り付けられた１部片の材料とすることができる。他の実施例では、その
材料は、補強棒の異なる区分に取り付けられた複数の部片でよく、革、布、ビニールなど
、そのための任意の適切な材料でよいが、列挙した材料に限定されない。
【図２７】基台に取り付けられた取り替え可能な紐を有する靴の基台の側面図を示す。
【図２８】紐解除レバーが挿入された紐取り付けくぼみの後方図を示す。
【図２９】紐解除レバーがくぼみに挿入され紐取り付け部片が紐取り付けくぼみに嵌めら
れた、紐取り付けくぼみの後方図を示す。
【図３０】適位置に係止されたオス型及びメス型の留め金を示す、紐取り付けくぼみの後
方図を示す。
【図３１】一部の実施例の着脱可能な上部部品及び関連の据え付け要素の後方斜視図を示
す。
【図３２】一部の実施例の図３１の着脱可能な上部部品と共に使用できる基台の斜視図を
示す。
【図３３】図３１の上部部品及び図３２の基台を含むモジュール式の靴の分解斜視図を示
す。
【発明を実施するための形態】
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【００２２】
　本明細書では図面に概略的に説明及び例示された実施例の構成要素を様々な異なる構成
に配置及び設計できることが容易に理解されるであろう。したがって、図面に示すような
本発明の実施例のシステム、構成要素、及び方法の実施例の以下のより詳細な説明は、ど
の発明の範囲も限定する意図はなく、単に様々な実施例の典型例である。
【００２３】
Ｉ．着脱可能な踵を有する解体可能な靴
　特定の実施例によれば、着脱可能な踵を有する解体可能な靴が提供される。着脱可能な
踵は、靴の基台又は靴底に着脱可能に取り付けられる。一部の実施例では、着脱可能な取
り付けは、ネジ山付き棒又は同様のもの、及び袋ナットなどの据え付け具を介するもので
あり、他の実施例では、溝若しくはダブテイル又は他の係止機構によるものである。靴は
さらに、靴の基台に解放可能に取り付けられる着脱可能な紐を１つ又は複数含むことがで
きる。解放可能な取り付け部は、留め金及び輪、タブ及び溝、ボール、ラッチ及び溝、又
は他の任意の係合／係合解除機構によるものとすることができる。
【００２４】
　一部の実施例では、コネクターは踵の一部である。コネクターは、靴底に確実に嵌まる
ように設計された踵先端部の修正形態である。靴底は、踵先端部がそれを越えて摺動し空
のくぼみに嵌まることができるように押し下げられる解除ボタンを有する。踵は、くぼみ
に入り、ボタン先端部及び靴底の後部に対して押されることによって適位置に係止される
。
【００２５】
　他の実施例によれば、内部に形成された袋ナットなどの据え付け具又はボタンなどのリ
リース機構を有する空のくぼみを有する基台を形成するステップを含む、着脱可能な踵を
有する解体可能な靴を製造する方法が提供される。その方法はさらに、着脱可能な踵と、
着脱可能な踵を基台に解放可能に取り付けるための解除ボタンなどを有する靴底とを設け
るステップを含む。一部の実施例の方法はさらに、基台への着脱可能な取り付けのための
着脱可能な紐を設けるステップを含む。
【００２６】
　さらに別の実施例によれば、着脱可能な踵を解体可能な靴の基台に取り付けて、後で使
用するために解体可能な靴を用意するステップと、続いて着脱可能な踵を取り外して、保
管のために解体可能な靴を折り畳むステップとを含む、着脱可能な踵を有する解体可能な
靴を使用する方法が提供される。その使用方法はさらに、１つ又は複数の紐を基台に取り
付けるステップを含むことができる。
【００２７】
　さらに別の実施例によれば、モジュール式の装飾要素を靴に提供するために解体可能な
靴の一部とすることができる装飾要素が開示されている。装飾要素により、宝石又は他の
美的要素が服、宝飾品、靴、又は他のアイテムに簡単に迅速に据え付けられる。
【００２８】
　次に図面、具体的には図１を参照すると、着脱可能な踵１５を有する解体可能な靴１０
が示されている。例示の実施例の着脱可能な踵１５は、解体可能な靴１０にその後部端の
近くでそれを着脱及び交換できるようにして取り付けられている。解体可能な靴の一部の
実施例は、着用者の足（図示せず）を支持する基台３０を含む。基台３０は、一部の実施
例では、プラスチック、カード用紙、木、若しくは他の適切な材料、又はそれらの組み合
わせなど、適切な材料から形成される。一部の実施例の基台３０の底面は、解体可能な靴
１０の靴底（図示せず）を形成する。靴底は、ゴム、コルク、革、木、若しくは他の適切
な材料、又はそれらの組み合わせなど、任意の材料から形成される。
【００２９】
　解体可能な靴１０の一部の実施例はさらに、基台３０と着脱可能な踵１５との間に挟ま
れた踵板２０を含む。踵板２０は、着脱可能な踵１５を支持し着脱可能な踵１５を基台３
０にしっかりとかつ解放可能に装着するように働くことができる。一部の実施例では、踵



(8) JP 2015-512324 A 2015.4.27

10

20

30

40

50

板２０は、プラスチック、木、又は金属などの剛性材料から形成され、常時又は解放可能
に基台３０に取り付けることができる。
【００３０】
　解体可能な靴１０の一部の実施例はさらに、踵先端部１６７がボタン１６３を越えて摺
動し適位置に係止されるための空のくぼみ１７３を含む。空のくぼみは、踵先端部に嵌ま
るように予め設計された基台にモールド形成されている。
【００３１】
　袋ナット２５などの据え付け具が、一部の実施例の基台３０内に座ぐりされており、こ
のような一部の実施例では常時それに着けられている。袋ナット２５はネジ山付き棒７０
（図２）と噛合するように用いられる。そのネジ山付き棒７０は、着脱可能な踵１５及び
踵板２０内の中心の軸方向の孔８０を通して挿入され、一部の実施例では、着脱可能な踵
１５及び踵板２０を基台３０に着脱可能に着ける。
【００３２】
　続けて図１を参照すると、一部の実施例は着脱可能な紐３５を１つ又は複数含む。その
紐３５は、使用者の足（図示せず）を支持し解体可能な靴１０の基台３０上に収容するた
めに、解体可能な靴１０の基台３０に解放可能に取り付けられている。一部の実施例の着
脱可能な紐３５はまた、解体可能な靴１０に装飾を追加するようにも働く。例えば、着脱
可能な紐３５は、使用者（図示せず）の服装に合うように異なる色又は材料から形成する
ことができる。一部の実施例では、異なる厚さの紐を用いて様々なスタイル及び格好を実
現することができる。
【００３３】
　やはり図１を参照すると、一部の実施例の着脱可能な紐３５は、輪４０及び留め金４５
など、１組の輪及び留め金を介して解体可能な靴１０の基台３０に解放可能に取り付けら
れている。このような実施例では、着脱可能な紐３５を基台３０に解放可能に取り付ける
ために、輪４０など、丸環ネジの形態の１つ又は複数の輪が、基台３０の外側の縁部に取
り付けられている。一実施例では、３つの輪４０、５０、及び６０が基台３０の外側に取
り付けられる。全体を３５で示す解放可能な紐はそれぞれ、留め金４５、５５、及び６５
などの留め金を含み、それらの留め金は、それぞれ対応する輪４０、５０、及び６０を解
放可能に取り付けるように適合されている。この点で、解放可能な紐は、基台３０に解放
可能に取り付けることができる。任意の数の輪を基台の外側縁部に複数の位置に取り付け
て任意の数の解放可能な紐を受容することができることを理解されたい。さらに、この留
め金及び輪は、Ｖｅｌｃｒｏ（登録商標）又は他の任意の取り付け装置に交換してもよい
。紐を様々な異なる構成で基台３０に取り付けて靴１０のための様々な異なる格好を実現
できることが企図される。
【００３４】
　一部の実施例では、保持部留め金１５２を用いて紐を靴の基台に取り付けそこから取り
外す。この方法では、１連の紐保持部１４０が基台中にモールド成形されている。一部の
実施例では、留め金の一端は、ジャンプリング又は同様の材料を介して布に取り付けられ
、留め金の他端は、下側紐保持部１４３に嵌まり、保持部１４２を通して上に移動し、保
持部１４１の第３のチャンバ中に至り、適位置に係止される。３つの保持部はわずかに異
なるサイズである。一部の実施例では、下側保持部１４３は、他の２つよりもわずかに大
きく、したがって、第３の保持部１４１中に移動するときに留め金１５２に張力を生み出
す。一部の実施例では、こうした張力は留め金を適位置に維持し、したがって、紐が靴の
基台に固定される。図１４では、１４４が、紐保持部１４１内で係止位置にある留め金を
示す。留め金は、係止解除位置のときは、下側紐保持部１４３内にあり、１４５に示され
ている。留め金のサイズ、形状、材料の構造、及びテクスチャは、スタイル及び設計者に
応じて変わる。留め金及び紐保持機構は、やはりどの穴のサイズ又は形状にも限定されな
い。靴底の側部に任意の数の保持部が存在でき、それらの保持部が靴底の下又は上面の上
に配置してもよいことを理解されたい。保持部は、正方形、楕円形、矩形など、異なる形
状にすることができる。
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【００３５】
　一部の実施例では、留め金は、１つの穴に入り、保持部の材料又はサイズによって生じ
る張力によって適位置に係止される。留め金は、（サイズ及び形状に関わらず）小型の保
持部を越えて靴中に移動すると、留め金上に加えられる側部の張力により適位置に係止さ
れる。留め金は、第２のチャンバ又は第３のチャンバに移動して係止される必要はない。
【００３６】
　動作の際には、解体可能な靴１０の使用者は、まず、図１に例示の実施例又は表示Ｂに
例示及び／又は説明した実施例のいずれかに例示のように、基台３０に着脱可能に取り付
けられた踵板２０に着脱可能な踵１５を取り付けることによって、解体可能な靴１０を組
み立てることができる。さらに、着脱可能な紐３５又は表示Ｂに例示の任意の実施例は、
解放可能な各紐の留め金を、基台３０の外側縁部に取り付けられた輪上に挿入することに
よって、又は表示Ｂに例示するように、基台３０の外側縁部に解放可能に取り付けること
ができる。例えば、留め金４５は、輪４０に解放可能に取り付けられることになる。解体
可能な靴１０を本明細書で上記に説明したように組み立てた後に、使用者は足（図示せず
）を基台３０上に置くことができる。次いで、使用者（図示せず）の足（図示せず）を、
解放可能な紐３５によって保持することができ、それにより、解体可能な靴１０で歩行す
ることができる。
【００３７】
　別の実施例では、図１０に、基台を踵の先端から靴の後部に摺動する着脱可能な踵１５
を示す。踵は、バネ式解除ボタン１６３上を摺動する。踵がボタンを越えて摺動すると、
踵の重量が使用者の圧力と一緒になって踵を押し下げ、踵が空のくぼみ中に移動するため
の空間が作り出される。踵１６７の先端部は、踵のくぼみの底部に沿って摺動し、踵取り
付け箇所１７０は靴の基台と面一になる。踵が完全にくぼみ中に移動すると、ボタンはも
はやブ係止されず、バネが前方に持ち上がって踵正面部１７１と同一面になる。
【００３８】
　一部の実施例では、着脱可能な踵１５は適位置に係止され（図８参照）、踵先端部の正
面部１７１によってそこに保持されて、バネ式保持ボタンの後部１６６と面一になるよう
に着座する。２つの面は、踵が係止位置にあるときは互いに着座する。踵が中空のくぼみ
に入ると、ボタンが解放され、踵が適位置に維持される。一部の実施例では、１６３が押
し下げられると、バネが反動し、１７１がバネ式保持部ボタン１６３から離れそれを越え
て摺動でき、したがって、踵が靴底から解放される。
【００３９】
　同様にして、解体可能な靴１０の使用者が解体可能な靴１０を保管又は旅行のために折
り畳みたいときは、使用者（図示せず）は足（図示せず）を基台３０から取り出すことに
なる。次いで、着脱可能な踵１５を取り外し、それにより、保管又は旅行に必要な空間が
減少する。踵板２０は、このような別個の部品を有する実施例では、基台３０から取り外
して、さらに解体可能な靴１０に必要な空間を減少させることもできる。
【００４０】
　ここで着脱可能な踵１５及び踵板２０をより詳細に検討し、図２及び図３を参照すると
、こうした実施例の着脱可能な踵１５はその長手方向軸内に形成された軸方向の孔８０（
図３）を有する。その長手方向軸は、着脱可能な踵１５の底部から上部まで延在し、さら
に、着脱可能な踵１５の底部及び上部を貫通して延在する。軸方向の孔８０は、ネジ山付
き棒７０（図２）を内部に受容及び支持するように働く。ボス１００が、一部の実施例で
は着脱可能な踵１５の上部に設けられ、軸方向の孔８０と連絡するように配設される。
【００４１】
　ここでネジ山付き棒７０をより詳細に検討し、図３を参照すると、ネジ山付き棒７０は
、その上にネジ山が形成された剛性の金属又はプラスチック材料から形成することができ
る。ネジ山付き棒７０はさらに踵蓋７５を含み、その踵蓋７５はいくつかの異なる機能を
果たすことができる。第１に、踵蓋７５は、着脱可能な踵１５の軸方向の孔８０へのネジ
山付き棒７０の挿入を容易にすることができる。第２に、踵蓋７５はさらに、使用者（図
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示せず）による軸方向の孔８０内のネジ山付き棒の回転を容易にする。第３に、踵蓋７５
は、一部の実施例では、踵蓋７５が地面に直接接触するので、解体可能な靴１０（図１）
が使用者（図示せず）によって着用されているときに着脱可能な踵１５を支持する。踵蓋
は、地面に直接接触することがあるので、ゴム又はプラスチックなど、耐久性のある材料
から形成してよい。
【００４２】
　ここで踵板２０をより詳細に検討し、図２及び図３を参照すると、踵板２０は、着脱可
能な踵１５と基台３０（図２）との間に挟むことができる。一部の実施例の踵板２０は、
図３で最も良く分かるように、踵板２０の短軸に沿って軸方向の孔８５を含む。踵板２０
の軸方向の孔８５は、着脱可能な踵１５のボス１００も、着脱可能な踵８０の軸方向の孔
８０から通るネジ山付き棒７０も受容するように働く。このようにして、ネジ山付き棒７
０は、軸方向の孔８０から軸方向の孔８５を完全に貫通して、全体を２５で示す袋ナット
（図２）によって受容されることが可能である。
【００４３】
　図３を参照すると、例示の実施例の２５で示す袋ナットは、蓋部分９０及びナット部分
９５を含む。ナット部分９５は、ネジ山付き棒７０をネジ山で受容するための、金属製又
はプラスチックのネジ山付きの材料から形成することができる。さらに、図２で最も良く
分かるように、一部の実施例の袋ナット２５は基台３０内に配設され、基台３０内では、
蓋部分９０が解体可能な靴１０の基台３０の上面と面一になるか又はわずかにその下方に
配設でき、そのため、使用者のかかと（図示せず）が袋ナット２５に接触できないか又は
それによって悩まされることがない。袋ナット２５のナット部分９５は、下方向に蓋部分
９０から基台３０を通って延在し、そのため、ナット部分９５のネジ山部分は、基台３０
の底部からアクセス可能にすることができ、ネジ山付き棒７０をネジ山で受容することが
できる。
【００４４】
　解体可能な靴１０の組み立てをより詳細に検討し、図１～図３に例示の実施例を参照す
ると、使用者は、まず、踵板２０を基台３０の底面上に配置することができる。これは、
基台３０を上下逆さにして、重力によって基台３０の底面上に踵板２０を着座できるよう
にすることによって、最適に実現することができる。次いで、踵板２０の軸方向の孔８５
を、軸方向に袋ナット２５のナット部分９５と位置合わせすることができる。次いで、着
脱可能な踵１５を踵板２０上に配置し、ボス１００を踵板２０の軸方向の孔８５内に配置
することができ、そのため、着脱可能な踵１５の軸方向の孔８０が、踵板２０の軸方向の
孔８５と袋ナット２５のナット部分９５の両方と軸方向に位置合わせされる。
【００４５】
　やはり図１～図３に例示の実施例を参照すると、次いで、ネジ山付き棒７０は、着脱可
能な踵１５の底部を通して着脱可能な踵１５の軸方向の孔８０中に挿入され、軸方向の孔
８０全体を貫通し、次いで、ボス１００を通って踵板２０の軸方向の孔８５中に至ること
が可能である。次いで、ネジ山付き棒を袋ナット２５のナット部分９５中に挿入し続ける
。次いで、ネジ山付き棒７０が袋ナット２５のナット部分９５に係合するときは、使用者
は、ネジ山付き棒７０が袋ナット２５内にネジで固定されるまで、回転を容易にするよう
に踵蓋７５を用いてネジ山付き棒７０を回転させる。次いで、ネジ山付き棒７０が袋ナッ
ト２５内にネジで固定された後で、踵蓋７５は、着脱可能な踵１５の底面と当接するよう
に位置決めされる。さらに、踵板２０及び着脱可能な踵１５を、踵蓋７５と基台３０との
間にしっかりと固定することができる、
【００４６】
　着脱可能な踵及び踵板２０の構造をより詳細に検討し、図４を参照すると、着脱可能な
踵１５はさらに、着脱可能な踵１５の上面から延在する一体型の突起１０５及び１１０な
ど、１対の一体型の延長部又は突起を含む。突起１０５及び１１０は、踵板２０に取り付
けられたときに、着脱可能な踵１５の回転を防止するのを助ける。一体型の突起１０５及
び１１０は、踵板２０内でその底面に形成された対応する２つの孔１１５及び１２０によ
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って受容されるように適合されている。孔１１５及び１１０は、全体が１１５及び１２０
で示されており、一体型の突起１０５及び１１０が内部に挿入されている。
【００４７】
　動作の際には、着脱可能な踵１５が踵板２０の底面に当接するように配設されるときは
、一体型の突起１０５及び１１０は、孔１１５及び１２０によって挿入及び受容される。
したがって、ネジ山付き棒７０が袋ナット２５中に挿入され締め付けられるときは、着脱
可能な踵１５は、踵板２０並びに突起１０５及び１１０に対して平坦に固定され、孔１１
５及び１２０内にきつく保持される。このようにして、着脱可能な踵１５は、意図せずに
緩むか又は靴１０の踵板２０から外れることができない。さらに、着脱可能な踵１５は回
転することができない。というのは、一体型の突起１０５及び１１０が踵板２０に対する
踵１５の回転を妨げるため回転を起こすことができないからである。
【００４８】
　本発明の別の実施例では、図５を参照すると、解体可能な靴１０はさらに、基台３０内
に形成されたスリット１３０によって保管又は旅行のためにサイズを小さくすることがで
きる。図６で最も良く分かるように、スリット１３０により、解体可能な靴１０の基台３
０を折り曲げることが可能である。この動作を容易にするために、図５で最も良く分かる
ように、基台３０の底面にヒンジ１３５を貼付することができる。例示の実施例のヒンジ
１３５の中心は、スリット１３０上に配設され、そのため、ヒンジが基台３０を折り曲げ
ることを可能にできる。次いで、ヒンジ１３５は、基台３０を折り曲げ折り畳むことを可
能にするように働き、スリット１３０によって分割された基台３０の２つの区分が、間違
って幅広く離れて配置されることを防止する。
【００４９】
　動作の際には、図５及び図６を参照すると、使用者（図示せず）は、解体可能な靴１０
の使用を終えた後で、靴１０と着脱可能な踵１５とを取り外し、次いで、図６で最も良く
分かるように解体可能な靴の基台３０を折り曲げる。使用者が再度解体可能な靴１０の利
用を望むときは、解体可能な靴１０をヒンジ１３５によって広げて、図５で最も良く分か
るように基台３０を概して平坦にする。この点で、次いで、着脱可能な踵１５は、本明細
書で上記に説明したように、解体可能な靴１０の基台３０に取り付けられることになる。
【００５０】
　図１１及び図１２の着脱可能な踵の構造を検討すると、踵はプラスチック、金属、木、
又は同様の材料から作製される。踵の先端部は、全ての踵で同一の、フィレットが隆起し
た縁部から構成される。先端部は、基台への取り付け箇所として知られた、より大きくよ
り平坦な領域１７０に取り付けられている。踵がくぼみ１７３に挿入されると、踵の取り
付け箇所１７０は、継ぎ目なしの縁部で基台取り付け箇所１８８に接して配置される。踵
の上側部分は各踵において同じであるが、踵１５の下側部分は、形状、色、サイズ、布の
カバー、材料、厚さなどが美的に変わる。踵内には安定性及び構造のために金属棒１９０
がある。外側からはその棒は見えない。踵蓋７５が、踵の端部に取り付けられて、底部か
ら金属棒をカバーする。靴底の踵を変更すると、消費者が細い踵をくさび形踵又はパンプ
ス踵に取り替えることが可能になる。着脱可能な踵１５と取り替えるように作られた踵の
形状及びスタイルは、ファッションの傾向によって決まり、本発明の任意の前記構成に限
定されるべきではない。
【００５１】
　一部の実施例では、踵先端部１６７は、基台の取り付け箇所の形状及び設計に応じて形
状又は設計を変更することができる。２つの部片、踵１５及び靴１０は、一致するように
設計され、そのため、それらは互いに嵌まり合う。踵先端部１６７は、靴の特定の設計に
応じて、各モデルにおいてより円形、矩形、又は正方形にすることができる。これはファ
ッションの傾向に応じて変わる。
【００５２】
　一部の実施例では、踵先端部１６７は、くさび形踵（図示せず）に合うように広くなっ
ている。踵蓋７５の表面積は、踵１５全体の形状の場合よりもずっと大きい。靴の靴底が
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くさびを収容するように作製されているときは、靴底１８８の取り付け箇所は、くぼみ１
７３及び踵先端部１６７全体よりも寸法が大きくなる。一部の実施例では、同じ係止機構
が用いられ、同じ設計コンセプトが用いられる。一部の実施例では、構成要素は、わずか
に異なるように描写及び形状設定されたものよりも少し大きくなる。
【００５３】
　一部の実施例では、図１０に示すように、踵は靴底の底部に入る。この特定の図面では
、踵は、靴１０の正面から靴の後部に、靴底に入るところが示されている。したがって、
消費者が踵で歩くときにより安定させることができる。こうした手法は、踵１５が靴底の
後部から外れる可能性を最小限に抑える。一部の実施例では、踵は、靴底の後部から靴底
の正面に摺動することができる。バネ式保持ボタン１６３は、踵がくぼみに入るときに押
し下げできるようにくぼみ１７３の後部に移動することになる。
【００５４】
　一部の実施例では、図９のバネ式踵保持ボタン１６３は、ファッションの傾向に従って
装飾又はオーナメントを付けられる。ボタン１６３はサイズ、色、材料、及び形状も異な
る。バネのサイズは、サイズ、材料、色、及び強度も異なる。
【００５５】
　一実施例では、図８に示すバネ式踵保持ボタン１６３は、靴底に合うように作製された
別個の部片である。ボタン１６３は、小型のネジ１６１によってボタンを靴底に取り付け
るクリップ１６２を介して靴底に連結されているが、ネジ、ピン、又は同様の構造に限定
されるものではない。一実施例では、ボタンは、靴底（図示せず）の構造内にモールド成
形され、１６２は必要ない。次いで、踵解除ボタンの下でバネ１６５が靴底に取り付けら
れる。バネ式保持ボタンは、踵１５を解放し取り付けるために使用される。
【００５６】
　図８を検討すると、正面踵保持板１７１は、踵が完全にくぼみに入っているときは、ボ
タンの正面１６６に接して着座する。一部の実施例では、踵は、踵正面部１７１と面一に
なるようにバネ式保持ボタンが解放され隆起するために完全にくぼみの内部にある。
【００５７】
　一部の実施例では、図１０に示すように、靴底の踵のくぼみの構造は、踵先端部１６７
の正確な寸法を反映するように設計される。くぼみ１７３の内側に小さい「畝（ｒｉｄｇ
ｅ）」が存在でき、それにより、踵首部のフィレット付きの縁部が下側にくぼみに沈むこ
とが可能になる。これにより、係止機構を追加することができる。というのは、踵がくぼ
み内に下がると、一部の実施例では踵の首部が「畝」の下方に捕捉されるので引き上げる
ことができないからである。
【００５８】
　一部の実施例では、図１３に示すように、留め金１５２は２つの側部を有する。留め金
の一端１５１は靴底の穴１４０に挿入することができる。留め金の他端１５４は穴を有す
ることができ、その穴を通してジャンプリング（ｊｕｍｐ　ｒｉｎｇ）１５３又は同様の
構成が挿入されて紐３５を取り付ける。一部の実施例では、紐は、ジャンプリングを通し
て供給され、ラッチを紐に固定するために紐自体に縫い付けられる。留め金の穴１５３の
サイズは、設計スタイルに応じてサイズ、形状、又は位置を変えることができる。留め金
の１５１及び１５４の形状は一部の実施例では変更される。一部の実施例では、端部は正
方形又は矩形である。この留め金の設計は、その形状、円形の設計、測定値、又は材料に
限定されない。
【００５９】
　一実施例では、図１４に示すように、紐保持部１４０は靴の側部にある。１つの紐保持
部が３つの部分、つまり紐保持部の下部分１４３、紐保持部の中間部分１４２、及び紐保
持部の上部分１４１に分かれている。それらの３つの部分はわずかに寸法が異なる。下の
紐保持部１４３は、留め金端部１５１が靴に挿入される位置である。留め金は、靴１０の
側部に挿入でき、そのため、留め金の端部１５４しか露出されない。一部の実施例では、
紐保持部の深さは、靴の側部中にモールド成形され、留め金の長さによって決まる。留め
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金端部１５１は、下の紐保持部に入り、紐保持部の寸法よりも小さい１４２を越えて移動
する。一部の実施例では、寸法がより小さいことにより、紐保持部を越えて移動するとき
に留め金上に張力を生み出すことができる。次いで、留め金は、最小の紐保持部１４１中
への直接の上向きの圧力によって押し込まれ、一部の実施例ではそこで適位置にカチッと
嵌まる。紐保持部１４１は、留め金端部１５１が紐保持部に嵌まる大きさしかなく、それ
により、留め金上に側部の張力が生み出され、留め金が紐保持部内に維持される。図１４
では、１４４は、一実施例では係止位置にある上向きの留め金を示す。布は、留め金に取
り付けられており、靴の靴底に固定することができる。消費者は、紐を取り外したいとき
は、一部の実施例では留め金を下方向に適位置１４１に押し下げ、１４２を越えて１４３
にラッチを移動させることができる。
【００６０】
　一部の実施例では、１４０は、１４１、１４２、１４３のような３つの空間の代わりに
、１つのチャンバから構成することができる。紐保持部の寸法は、留め金端部１５１より
もわずかに大きい。消費者は、留め金端部１５１を、１つの区分から構成された紐保持部
中に押し込むことができ、側部の張力により、留め金が穴を越えて摺動するのが難しくな
る。こうした側部の張力は、一部の実施例では留め金を靴に固定する。
【００６１】
　一部の実施例では、紐保持部のサイズ、形状、設計、及び材料は、設計スタイルのため
に変更することができる。紐保持部の寸法は、留め金のサイズ及び形状に応じて変わる。
留め金の形状は、ファッションの傾向及び設計者の解釈によって決まる。さらに、プラス
チック、金属、木、ナイロン、又は他の合成の材料とすることができる、留め金を作るの
に用いられる材料によって決まる。
【００６２】
　再考すると、取り替え可能な靴を作る目的は、消費者が１足の靴（靴底）を所有し踵及
び紐を別々に購入して、靴のスタイルを変えることができるようにすることである。取り
替え可能な靴の一部の実施例では、細い剣形踵を太い／くさび形踵に変えることができる
。一部の実施例では、太い１本の紐を３又は４本の装飾紐を備えた紐に変えることができ
る。一部の実施例では、靴底のヒンジにより、消費者が靴底を半分に折り曲げて、旅行の
ために靴を簡単に梱包できるようになる。一部の実施例では、踵及び紐は、様々な色、形
状、材料のタイプ、及びスタイルとなる。消費者は、ファッションの傾向ごとに又は機能
ごとに紐及び踵を取り替えることができるようになる。
【００６３】
　開示した本発明の実施例は本発明から逸脱することなく様々な修正を受け、こうした変
更形態は、本開示に含まれるように当技術分野の範囲内に包含されると想定されることが
当業者には明らかになるであろう。
【００６４】
　一部の実施例では、プラットフォームは、バネ式ボタン１９５を介して基台から着脱可
能である。ボタン１９５が押し下げられると、プラットフォームは片側にねじれ、解放さ
れる。図１５では、１９２がこうした着脱可能なプラットフォームを示す。１９６は、取
り替え可能なプラットフォームが適位置に達しそこに留まるために使用されるガイドであ
ることに留意されたい。プラットフォームは、プラットフォームの内側の歯１９４を基台
の底部の穴と並べることによって再度取り付けられる。プラットフォームは、ガイドがレ
バー（バネ式ボタン１９５）の各側部に並べられると適位置になる。同じ歯の設計が両方
の接合部材、つまり基台とプラットフォームで見られる。歯は並べられ、プラットフォー
ムは適位置にねじられる。ボタンはねじられるときに押し下げられる。図１５に示すよう
に、この特定の実施例では、着脱可能なくさび形踵は、プラットフォームが取り付けられ
た後に取り付けられ、着脱可能なプラットフォームをさらに固定する。プラットフォーム
は、靴の高さを高く又は低くするために着脱可能である。プラットフォームは、いくつか
の高さに構築することができる。図１７に、小型のプラットフォームを示すが、高さは複
数存在する。所望の高さのプラットフォームが取り付けられると、その高さに対応する着
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脱可能な踵が靴に挿入される。一部の実施例では、これは、取り替え可能なプラットフォ
ーム及び取り替え可能な踵が靴の高さを高くするか又は低くすることができる方法である
。
【００６５】
　一部の実施例では、取り替え可能なプラットフォームはまた、図１６の紐取り付け箇所
１９３も特徴としている。着脱可能なプラットフォームの内側には、紐の切り抜き部があ
る。切り抜き部は紐が配置される位置を示す。プラットフォームが基台に取り付けられる
と、紐はプラットフォームと基台との間に挟まれる。これにより、紐が足又は基台から確
実に外れないようになる。
【００６６】
　着脱可能な踵を有する解体可能な靴の別の実施例を図１８Ａに例示する。図１８Ａは、
具体的には、解体可能な靴の一実施例のいくつかの構成要素の分解斜視図を示す。これら
の構成要素は、基台１８０５、基台板カバー１８１０、靴底１８１５、着脱可能な踵１８
２０、踵挿入部１８２５、着脱可能な踵部品１８３０、着脱可能なくるぶし紐取り付け部
片１８３５、補強シリンダ１８４０、水平係止レバー１８４５、垂直係止レバー１８５０
、着脱可能なくさび１８５５、及びくさび支持挿入部１８６０を含む。
【００６７】
　図１８Ａに示す実施例の着脱可能な踵１８２０の詳細斜視図を図１８Ｂに例示する。着
脱可能な踵１８２０が適位置にあるときに、着脱可能な踵部品１８３０又は着脱可能なく
るぶし紐取り付け部片１８３５のいずれか一方を、着脱可能な踵１８２０又は着脱可能な
くさび１８５５と基台１８０５との間に挟むことができる。着脱可能な踵部品１８３０は
、着脱可能な踵１８２０を支持し着脱可能な踵１８２０を基台１８０５にしっかりとかつ
解放可能に装着するように働くことができるという点で、図２及び図３に示す踵板２０と
同様である。
【００６８】
　図１８Ｃで理解できるように、着脱可能な踵１８２０は第１のくぼみ１８６５及び第２
のくぼみ１８６６を含むことができる。第１のくぼみ１８６６は踵挿入部１８２５を収容
することができる。踵挿入部１８２５は、踵の底部にある基台のくぼみに嵌まり、基台１
８０５への着脱可能な踵１８２０の係止及び係止解除を容易にする。踵挿入部１８２５は
、接着剤などの結合剤で、第１のくぼみ１８６６に常に固定することができる。第２のく
ぼみ１８６５は、着脱可能な踵１８２０の底部にある軸方向の孔でよい。この第２のくぼ
み１８６５は、図８に示す金属棒１９０と同様に、踵を安定させるための補強シリンダ１
８４０を収容することができる。補強シリンダ１８４０は、接着剤などの結合剤で第２の
くぼみ１８６５に常に固定することができる。
【００６９】
　着脱可能な踵１８２０は、異なる見た目及びスタイルにするために着脱可能なくさび１
８５５に取り替えることもできる。着脱可能なくさび１８５５は、基台１８０５への着脱
可能なくさび１８５５の係止及び係止解除を助けるために、同じようにして着脱可能な踵
１８２０と同じ踵挿入部１８２５を収容できるくぼみを含むこともできる。くさび支持挿
入部１８６０が、着脱可能なくさびが基台１８０５に取り付けられたときに支持し安定さ
せるために、着脱可能なくさび１８５５の正面のくぼんだくぼみ中に摺動することができ
る。くさび支持挿入部１８６０は、着脱可能なくさび１８５５の正面のくぼんだくぼみに
結合剤で常に着けることができる。くさび支持挿入部１８６０は、着脱可能なくさび１８
５５が基台１８０５に固定されるときに、図１８Ｆに示すくさび支持溝１８９０に接続す
ることができる。
【００７０】
　着脱可能な踵１８２０又は着脱可能なくさび１８５５を解体可能な靴の基台１８０５に
固定するために、解体可能な靴の一実施例は、使用者が解体可能な靴を着用している間に
意図せずに着脱可能な踵１８２０又はくさび１８５５を不安定にさせないことを確実にす
るために、踵挿入部１８２５と関連して二重係止機構を用いることができる。二重係止機
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構は水平係止レバー１８４５を組み込むことができ、その水平係止レバー１８４５は、踵
挿入部１８２５と相互作用する垂直係止レバー１８５０を係止及び係止解除する。水平係
止レバー１８４５は、水平係止溝１８４６と位置合わせすることができ、垂直係止レバー
１８５０は、基台１８０５内の垂直係止溝１８５１と位置合わせすることができる。図１
８Ｄは、水平係止レバー１８４５の側面図１８７０、正面図１８７１、及び斜視図１８７
２を示す。図１８Ｅは、垂直係止レバー１８５０の側面図１８７５、正面図１８７６、及
び斜視図１８７７を示す。
【００７１】
　図１８Ｆに例示するように、踵が基台のくぼみに挿入され係止位置にあるときは、垂直
係止レバー１８５０は着脱可能な踵１８２０に向かって押し上げられ、水平係止レバー１
８４５は右に係止位置まで移動する。垂直係止レバー１８５０は踵挿入部１８２５に係合
して、着脱可能な踵１８２０を適位置に保持する。垂直係止レバー１８５０が係止位置に
あり踵挿入部１８２５と係合しているときは、水平係止レバー１８５０は、垂直係止レバ
ー１８５０に係合する位置に移動することができ、そのため、垂直係止レバー１８５０が
下に係止解除位置まで移動できない。使用者が着脱可能な踵１８２０を取り外したいとき
は、まず、水平係止レバー１８４５を左に、例えばその係止解除位置まで移動させる。そ
れにより、垂直係止レバー１８５０が下にその係止解除位置まで自由に移動することが可
能になる。次いで、使用者が垂直係止レバー１８５０を下に着脱可能な踵１８２０から離
れる方に移動させることができ、したがって、着脱可能な踵１８２０を自由にし、使用者
がそれを基台１８０５から取り外すことが可能になる。
【００７２】
　開示した本発明の実施例は本発明から逸脱することなく様々な修正を受け、こうした変
更形態は、本開示に含まれるように当技術分野の範囲内に包含されると想定されることが
当業者には明らかになるであろう。
【００７３】
ＩＩ．着脱可能且つ取り替え可能な上部紐を有する靴の基台
　特定の実施例によれば、靴の基台又は靴底に取り付けられる着脱可能な上部紐を有する
解体可能な靴の基台が提供される。
【００７４】
　図１８Ｇに、着脱可能な紐１８９５、着脱可能な紐の仕掛け１８９６、及び着脱可能な
紐・ボタン・レバーを有する解体可能な靴の一実施例の基台１８０５の分解斜視図を示す
。着脱可能な紐の仕掛け１８９６は、基台１８０５内に収容することができ、着脱可能な
紐の仕掛け１８９６の内部の中心に押しボタン１８９４を含むことができる。着脱可能な
紐１８９５が基台１８０５の側部に手で押し込まれるときに、着脱可能な紐の仕掛け１８
９６が基台１８０５内で前方に押されて、押しボタン１８９４が基台１８０５の壁に対し
て押し下げられる。歯１８９８が着脱可能な紐１８９５に係合すると、押しボタン１８９
４は、着脱可能な紐の仕掛け１８９６を後方にその元の位置まで移動させて、着脱可能な
紐１８９５が適位置に係止される。適位置にあるときは、使用者は、使用するために着脱
可能な紐１８９５の溝を介して紐を通すことができる。
【００７５】
　着脱可能な紐１８９５を基台１８０５から解放するために、着脱可能な紐・ボタン・レ
バー１８９７は、例えば、図１８Ｈに例示するように穴１８９９に挿入することができる
。穴１８９９は、着脱可能な紐の仕掛け１８９６へのアクセス・ポイントである。その紐
の仕掛け１８９６は、着脱可能な紐・ボタン・レバー１８９７によって前方に押されて、
歯１９８９を係合解除することができ、したがって、着脱可能な紐１８９５を基台から押
し出すことができる。着脱可能な紐１８９５が係合解除されると、押しボタン１８９４に
よって着脱可能な紐の仕掛け１８９６が後部にその元の係止位置まで移動する。ペンの蓋
又は鉛筆など、同様の装置を使用して、基台中の穴１８９９を通して着脱可能な紐１８９
５を係合解除することもできる。
【００７６】
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　使用者は、高いくるぶし紐を解体可能な靴に追加したい場合は、図１８Ｂに示す着脱可
能なくるぶし紐取り付け部片１８３５を使用することができる。着脱可能なくるぶし紐取
り付け部片１８３５は図１８Ｆで適位置に示されており、図１８Ｆでは２つの金属リング
１８８８が露出している。紐は、使用者の所望の通りに金属リング１８８８を介して通す
ことができる。
【００７７】
　図１９に、迅速解除機構を収容するくぼみを露出した靴の基台の別の実施例の断面図を
示す。一部の実施例では、より多くのくぼみが存在でき、それらのくぼみは形状／サイズ
を変えることができ、様々に分割することができる。図１９に示すくぼみは紐解除機構を
収容する。次いで、図２３に示す基台カバー２３１２を靴の基台に取り付けて紐解除機構
をカバーし保護することができる。基台カバーは、ネジ、ピン、プラグ、又は釘を用いる
など、任意の適切な取り付け手段によって靴の基台に取り付けられる。一部の実施例では
、基台カバーは、靴の基台に接着されるか又は圧着される。
【００７８】
　基台カバーは、迅速紐取り付け部片がくぼみに配置されて靴の基台内での固定及び機能
が確実になるときに取り付けられる。次いで、靴の基台は、図２７に示すように、ゴム、
革、プラスチック、布、又は靴底様の材料など、適切なカバー材料２７３０でカバーされ
て、靴の基台内で動作する全ての機構を保護する。
【００７９】
　一部の実施例では、図２５に示す迅速解除機構は、１つの個体の部片又は複数の部片と
することができる。迅速解除機構は、木、プラスチック、ＰＶＣ、ＡＢＳ、鋼材、又は類
似の金属から作製することができ、言及した材料に限定されない。
【００８０】
　一部の実施例では、ボタンは、迅速解除レバーに取り付けられる。一部の実施例では、
ボタンは迅速解除レバーとは別個の部片である。図２５に、ボタンが取り付けられたこう
した迅速紐解除レバーの一つと、１組の紐取り付け留め金を示す。
【００８１】
　別の実施例では、紐解除レバーは紐取り付け留め金を複数有することもできる。
【００８２】
　図２５の実施例では、紐解除レバーは、靴の基台の空のくぼみ内に配置される。解除レ
バーの上側部分は、バネ取り付けポスト２５２３、バネ２５２４、メス型紐取り付け留め
金２５１９、メス型留め金係止くぼみ２５２０として知られた空のくぼみを備えるが、こ
れらに限定されない。
【００８３】
　他の実施例では、複数のバネ及びバネ取り付けポストと、複数のメス型取り付け留め金
と、複数のメス型留め金係止くぼみがある。紐解除レバーは空の靴本体のくぼみ内に配置
され、そのため、バネ２５２４の上部が、図１９に示す基台のくぼみ１９０６の先端部の
接合面に対して着座する。バネ２５２４は、静止しているときには伸長しており、紐取り
付けくぼみに空の空間２８２９が生じる。図２８では、ボタン及びバネが静止して、紐取
り付けくぼみにレバレッジ空間２８２９が生じる。ボタンが押されると、紐解除レバー全
体が前方に移動し、バネが短くなり、紐解除レバーの上部が靴の基台の接合面１９０６の
近くに移動する。メス型留め金先端部２５１８も前方に移動し、紐取り付けくぼみの側部
と面一になる。ボタンが解放されると、紐解除レバーは後部にその元の位置まで移動し、
バネがその自然の状態に復元され、メス型留め金先端部がその自然の位置に戻る。ボタン
が解放されると、紐解除レバーの端部にある留め具は、靴の本体に着座し、したがって、
確実にボタンが靴の基台本体を越えて突出しないようになる。
【００８４】
　図２９では、紐取り付けくぼみ中に摺動する紐取り付け部片２４２５を図示する。基台
カバーが靴の基台に取り付けられるときは、紐取り付け部片２４２５が靴に入るように靴
の側面の開いた溝が露出される。紐取り付け部片が靴に入ると、ボタンが使用者によって
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押し下げられ下に保持される。ボタンが下に保持されると、紐解除レバーは前方に移動し
、バネは短くなり、したがって張力が生じる。オス型留め金先端部２４１４は前方に移動
し塞がっていないくぼみに移動する。オス型留め金先端部は紐の側部に着座するまで前方
に移動する。次いで、ボタンは解放され、紐解除レバーは後部にその元の静止位置に移動
する。メス型留め金先端部が下げられ、したがって、オス型留め金先端部がメス型留め金
係止用くぼみの内側に捕捉される。これは、ボタンが再度押されるまで、紐取り付け装置
を靴の基台の内側に固定するように作用する。オス型及びメス型の留め金は、互いに係合
し、靴の基台から離れるのを妨げる。それらはバリアを形成し、バネはそのバリアに張力
を保持して紐取り付け部片が確実に据え付けられるのを維持する。
【００８５】
　一部の実施例では、互いに取り付けられたオス型及びメス型の係止留め金が２つ以上あ
り、紐固定の複数の領域が形成される。
【００８６】
　他の実施例では、オス型留め金先端部がメス型留め金先端部を越えることができるよう
に押し下げる必要があるボタンはない。一部の実施例では、紐取り付け部片は紐のくぼみ
に押し込まれ、力が加えられてバネに張力が加えられる。バネは長さが短くなり、したが
って、オス型留め金先端部がメス型留め金先端部を越えることが可能になり、紐取り付け
機構が靴の基台の内側に係止される。
【００８７】
　一部の実施例では、バネは、解除レバーに取り付けられる代わりに、ボタン用くぼみ１
９０３に配置される。バネ取り付けポストは、ボタン用くぼみの後部に取り付けられる。
一部の実施例では、バネは、ボタン用くぼみの後部でバネ取り付けポストに取り付けられ
、紐解除レバーを移動させるのに用いる張力は、ボタンを押すことによって加えられる。
バネはボタン先端部の後部に接触し、ボタンが押されるとバネの長さが短くなり、したが
って、紐解除レバーが前方に靴の基台上の接合面１９０６に向かって移動し、したがって
、迅速解除機構が作動する。レバーは前方に靴の正面に向かって移動し、メス型留め金先
端部も前方に移動して、オス型留め金先端部が適位置に摺動することが可能になる。次い
で、ボタンは解放され、オス型留め金先端部はメス型留め金先端部を適位置に捕捉し、紐
を基台に固定する。
【００８８】
　一部の実施例では、図２４に示す紐取り付け機構は、１組のオス型留め金先端部又は複
数のオス型留め金先端部を有する。紐取り付け機構は、限定されないが、プラスチック、
ＡＢＳ、ＰＶＣ、ナイロン、金属、又は木から作製することができる。紐取り付け部片は
、補強棒２４１５及び材料２０１１用の開放溝を有する。その溝は、紐材料がそれを通し
て摺動するための連続する１つの溝又は複数の溝とすることができる。紐材料は、材料溝
を通して摺動すると、図２７に示すようにそれ自体に縫い付けられる。一部の実施例では
、その材料はそれ自体又は他の材料に接着される。他の実施例では、紐材料は、材料溝を
通して供給され次いでそれ自体に取り付けられる材料の複数の部片を備える。
【００８９】
　一部の実施例では、紐に用いられる材料は、革、布、ビニール、ゴム、合成材料、サテ
ン、及び／又は他の様々な材料とすることができる。紐の材料は列挙した材料に限定され
ない。
【００９０】
　一部の実施例では、迅速紐解除機構を作動させるために使用されるボタンは、取り替え
可能なくさびでカバーされる。くさびを最初に取り外す必要があり、次いでボタンを露出
することができる。
【００９１】
　一部の実施例では、ボタンは見えず、靴内にくぼんでいる。他の実施例では、ボタンは
靴の基台の外側に突出している。
【００９２】
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　一部の実施例では、迅速紐解除機構の構成は変更することができる。靴の基台に完全に
入るか又は靴の基台にわずかに突出する補強棒を有することを含むが、それに限定されな
い。他の実施例では、補強棒は、縁部に沿って穴を有する他の適切な材料のプラスチック
の固体部片である。プラスチックの固体部片は、迅速紐解除機構の縁部に固定され、機構
が適位置に係止されると靴の基台の側部に着座する。材料は、リベット又は他の同様の若
しくは適切な固定具で棒取り付けられる。棒は、金属、ＰＶＣ、プラスチック、木、又は
他の同様の材料から作製することができる。
【００９３】
ＩＩＩ．着脱可能な上部部品並びに関連の据え付け具及び基台
　図３１に、一部の実施例の着脱可能な上部部品３１００及び関連の据え付け要素３１１
０の後方斜視図を示す。図示のように、上部部品の下側には、据え付け要素３１１０、様
々な引っかかり３１３０、及び／又は様々なレール３１４０のためのレセプタクル３１２
０を含むことができる。
【００９４】
　着脱可能な上部部品３１００は、関連の基台に取り付けられるように適合することがで
きる。こうした基台を、図３２を参照しながら以下で説明する。図３１に戻ると、据え付
け要素３１１０は、上部部品を基台に据え付けるように適合することができる。レセプタ
クル３１２０は、据え付け要素を受容及び固定するように適合することができる。引っか
かり３１３０は、基台に含むことができるリップ、レセプタクルなどと位置合わせするよ
うに適合することができる。レール３１４０は、基台内のくぼみと位置合わせするように
適合することができる。
【００９５】
　上部部品３１００及び据え付け要素３１１０は、様々な適切な材料（例えば、プラスチ
ック、金属、木など）から作製することができる。さらに、上部部品の上側部分は、基台
に使われる材料（例えば、革、ビニール、プラスチックなど）並びに／又は様々なオーナ
メント特徴部及び／若しくは機能的特徴部に使われる材料（例えば、バックル、ボタン、
ジッパ、紐、グラフィック、パターンなど）と同じ若しくは異なる様々な材料を含むこと
ができる。
【００９６】
　一部の実施例では、据え付け要素３１１０は、レセプタクル３１２０に挿入され、据え
付け要素３１１０を上部部品３１００に固定するように回すことができる。据え付け要素
３１１０は、要素をレセプタクル３１２０内に位置合わせする様々な「畝」又はガイドを
有することができる。さらに、据え付け要素３１１０及びレセプタクル３１２０は、適位
置に「係止」する前に据え付け要素を特定の量（例えば、時計回りに２分の１回転）だけ
回すことができるように構成することができ、そのため、据え付け要素３１１０が（例え
ば、要素を反時計回りに２分の１回転だけ回すことによって）解放されるまでは固定され
たままになる。据え付け要素３１１０は、工具（例えば、ネジ回し）又は他の適切な要素
（例えば、硬貨、鍵など）を受容するように適合された溝（又は他の適切な特徴部）を含
むことができる。このようにして、靴の使用者は、特別な工具を必要とせずに据え付け要
素を上部部品３１００に簡単に取り付け可能又は取り外し可能にすることができる。
【００９７】
　図３２に、一部の実施例で着脱可能な上部部品３１００と共に使用できる例示的な基台
３２００の斜視図を示す。図示のように、基台３２００は、据え付け要素３１１０及び／
又はレセプタクル３１２０を受容するように適合された開口部及び／又はくぼみ３２１０
を含むことができる。さらに、基台３２００は、引っかかり３１３０を受容するように適
合された様々な出っ張り及び／若しくはくぼみ３２２０並びに／又はレール３１４０を受
容するように適合された様々な溝３２３０を含むことができる。基台は、必要に応じて他
の要素（例えば、靴底、踵、様々な挿入部など）を含むこともできる。例えば、基台は、
基台板カバー（例えば、基台板カバー１８１０）に接続するように適合されてよい。
【００９８】
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　図３３に、上部部品３１００、据え付け要素３１１０、及び基台３２００を含むモジュ
ール式の靴３３００の分解斜視図を示す。図示のように、上部部品３１００は、靴３３０
０を形成するために、据え付け要素３１１０を用いて基台３２００に取り付けられて上部
部品を基台に固定するように適合されてよい。
【００９９】
　靴３３００を組み立てるときは、上部部品３１００が基台３２００と適切に位置合わせ
されるように、様々な引っかかり３１３０及びレール３１４０を関連のくぼみ又はリップ
３２２０及び溝３２３０と位置合わせすることができる。上部部品が基台に関して適切に
位置決めされると、据え付け要素３１１０を、基台３２００の底部を通して挿入し、（例
えば、据え付け要素を時計回りに回すことによって）上部部品３１００に固定することが
できる。
【０１００】
　据え付け要素３１１０は、据え付け要素の一部分（例えば、軸）のみが基台３２００を
貫通するようにフランジ又はリップを含むことができる。さらに、据え付け要素３１１０
は、ネジ山が付けられるか又は別法で上部部品３１００に固定されるように適合される。
このようにして、据え付け要素３１１０は、フランジがくぼみを途中までしか貫通しない
ように基台のくぼみ３２１０を少なくとも途中まで貫通することができる（例えば、くぼ
みは、フランジが基台の底部と面一になるように、くぼみの残りの部分よりも直径が大き
い開口部を基台の一方の表面に含むことができる）。
【０１０１】
　据え付け要素３１１０（並びにレセプタクル３１２０及びくぼみ３２１０）は、据え付
け要素３１１０が適位置に係止され上部部品３１００が基台３２００に取り付けられると
きは、据え付け要素の一方の表面（例えば、軸の端部）が上部部品の表面（例えば、上部
部品の上面）と面一になり、据え付け要素の他方の表面（例えば、フランジにおける軸の
他端）が基台３２００の表面と面一になるように適合することができる。このようにして
、靴の構成要素は外見上見ることができず、そのため、靴が着用者にとって快適であり、
非モジュール式の靴には見られない構成要素を有するように見えない。
【０１０２】
　靴３３００を分解するときは、据え付け要素３１１０は、（例えば、据え付け要素を反
時計回りに回すことによって）上部部品３１００から解放することができ、次いで、上部
部品を基台３２００から取り外すことができる。
【０１０３】
　一部の実施例の靴３３００は、靴の着用者に自由度を与えることができる。例えば、場
合によっては、着用者が、単一の基台に複数の異なる上部部品（例えば、異なる材料、異
なる色、異なる設計要素、異なる構造などの上部部品）を使用したいことがある。或いは
、着用者が、複数の基台に単一の上部部品（例えば、高さの異なる踵、材料の異なる靴底
を有する基台など）を使用したいことがある。別の実例として、着用者が、様々な組み合
わせを形成するために使用者が着回しできるように１組の上部部品及び１組の基台を維持
したいことがある。
【０１０４】
　例えば図３１～図３３を参照しながら上記で説明したモジュール式の靴を、本発明の精
神から逸脱することなく様々な異なる手法で実装できることを当業者は認識するであろう
。例えば、単一の据え付け要素を有するものとして靴を説明したが、一部の実施例は複数
の据え付け要素を含むことができる。さらに、単一の上部部品を有するものとして靴を説
明してきたが、一部の実施例は複数の上部部品（例えば、正面の上部部品及び後部の上部
部品）を有する靴を含むことができ、上部部品はそれぞれ、異なる据え付け要素を用いて
基台に固定することができる。或いは、単一の据え付け要素を用いて複数の上部部品を固
定することができる（例えば、正面上部部品及び後部上部部品は据え付け要素によって固
定される特定の区分に重なることができる）。
【０１０５】
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　開示した本発明の実施例は本発明から逸脱することなく様々な修正を受け、こうした変
更形態は、本開示に含まれるように当技術分野の範囲内に包含されると想定されることが
当業者には明らかになるであろう。
【０１０６】
　具体的な実施形態を示している、図１８から図３０における符号のリストである。
【符号の説明】
【０１０７】
　１８０１　靴の基台本体
　１９０２　紐取り付けくぼみ
　１９０３　ボタン用くぼみ
　１９０４　解除レバー用くぼみ
　１９０５　ネジ穴
　１９０６　基台カバーの先端部のための接合面
　２２０７　解除ボタン
　２２０８　カバー板の後端部
　２３０９　カバー板の先端部の接合面
　２３１０　カバー板の側面
　２０１１　靴の基台本体の側面
　２３１２　基台カバー
　２４１３　材料溝
　２４１４　オス型留め金先端部
　２４１５　補強棒
　２４１６　オス型留め金係止用くぼみ
　２４１７　紐取り付け留め金オス型
　２５１８　メス型留め金先端部
　２５１９　紐取り付け留め金メス型
　２５２０　メス型留め金係止用くぼみ
　２５２１　解除レバー
　２５２２　ボタン
　２５２３　バネ取り付けポスト
　２５２４　バネ
　２４２５　紐取り付け迅速解装置
　２６２６　紐材料
　２６２７　材料を補強棒に取り付けるのに使用される縫い目
　２８２８　ストッパー
　２８２９　レバレッジ空間
　２７３０　靴の靴底
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